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◆主な内容◆

・第38回五戸町民運動会　　　　　　　　②

・夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり　　③

・町議会　第29回定例会　 　　　　　④⑤

・産業と文化まつり開催　　　　　　　　⑤

・国民健康保険改正のお知らせ　　　　　⑥

・介護予防「うつ病について」　　　　　　⑦

・五戸総合病院「病院まつり」開催　　　　⑧

・11月は児童虐待防止推進月間　　　　 　⑨

・農業用免税軽油の申請受付について　　　⑩

・郷土探訪「古里の巨樹を訪ねて㈫五戸」 　⑫
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第22回五戸町産業と文化まつり
第９回五戸地方農産物品評会
１１月３日（金）～５日（日）
五戸ドーム、町立公民館

「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ら
パ
パ
に
任
せ
ろ
！
」

夢
の
森
収
穫
感
謝
祭
＆
倉
石
牛
肉
ま
つ
り



目
指
せ
プ
ロ
野
球
！
徳
武
定
祐
少
年
野
球
教
室

w

　
秋
晴
れ
と
な
っ
た
９
月
24
日
、

第
38
回
五
戸
町
民
運
動
会
が
ひ
ば

り
野
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
各
町
内
13
チ
ー
ム
と
三
沢
基
地

海
軍
通
信
保
安
大
隊
か
ら
参
加
し

た
選
手
た
ち
は
、
家
族
や
地
元
の

応
援
を
背
に
、
全
21
種
目
の
競
技

に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
百
足
競
走
に
消
防
車
姿

で
出
場
（
出
動
？
）
し
、
会
場
中

の
視
線
を
さ
ら
っ
た
切
谷
内
チ
ー

ム
が
、３
年
連
続
で
優
勝
旗
を
手

に
し
ま
し
た
。

■
大
会
の
結
果

総
合
優
勝
切
谷
内
　
第
５
位
蛯
　
川

第
２
位
上
市
川
　
第
６
位
豊
間
内

第
３
位
倉
　
石
　
第
７
位
上
大
町

第
４
位
川
原
町

ベ
ス
ト
リ
レ
ー
男
子
優
勝
切
谷
内

　
　
　
　
　
　
女
子
優
勝
倉
　
石

リ
レ
ー
総
合
優
勝
　
　
　
切
谷
内

マ
ラ
ソ
ン
男
子
優
勝
　
佐
々
木
悠
悟

　
　
　
　
女
子
優
勝
　
田
中
　
実
樹

　
こ
の
ほ
ど
、
防
犯
対
策
の
一
環

と
し
て
、
県
警
の
認
可
を
得
た
町

の
公
用
車
と
上
市
川
地
区
防
犯
協

会
員
の
車
両
計
５
台
に
青
色
回
転

灯
が
装
着
さ
れ
、
町
内
の
パ
ト
ロ

ー
ル
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
20
日
に
行
わ
れ
た
出
動
式

で
は
、
五
戸
地
区
防
犯
協
会
長
の

三
浦
正
名
町
長
が
「
犯
罪
の
未
然

防
止
、子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
、

住
民
の
防
犯
意
識
向
上
へ
の
効
果

を
期
待
し
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

上
市
川
地
区
防
犯
協
会
の
佐
々
木

一
春
会
長
と
川
内
中
学
校
Ｊ
Ｕ
Ｎ

Ｐ
チ
ー
ム
３
人
が
、
防
犯
宣
言
を

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
㈲
デ
ザ
イ

ン
21
（
豊
川
喜
光
社
長
）
か
ら
、

車
に
張
る
「
こ
ど
も
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
」
ス
テ
ッ
カ
ー
１
０
０
枚
、

子
ど
も
の
か
ば
ん
用
反
射
シ
ー
ル

５
０
０
枚
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 役場前を出発するパトロール車

送球フォームもみっちり指導

　
五
戸
町
出
身
の
元
プ
ロ
野
球
選

手
・
徳
武
定
祐
さ
ん
（
元
中
日
）

ら
６
人
の
講
師
を
迎
え
た
少
年
野

球
教
室
が
９
月
29
日
、
ひ
ば
り
野

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
五
戸
町
と
新
郷
村
の
小
・
中
・

高
校
生
１
４
３
人
が
参
加
。
往
年

の
名
選
手
た
ち
の
直
接
指
導
を
受

け
、
捕
球
や
投
球
、
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
な
ど
を
熱
心
に
練
習
し
て
い
ま

し
た
。

目
指
せ
プ
ロ
野
球
！
徳
武
定
祐
少
年
野
球
教
室

五戸町民運動会

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

青
色
回
転
灯
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

第38回

五戸町民運動会
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幻
の
味
に
舌
鼓

幻
の
味
に
舌
鼓

麻
生
詩
織
さ
ん 

倉
石
牛
肉
大
使
に
任
命

倉石牛生産者の皆さんもラジオ番組に生出演

任命証を手にする麻生さんと久保助役

五戸町民児協の定例会の様子が収録されました

県大会で優勝した五戸町スポーツクラブのメンバー

　
麻
生
さ
ん
は
平
成
12
年
に
旧
倉

石
村
か
ら
「
紅
玉
の
里
・
倉
石
」

を
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
紅
玉
大
使
に

任
命
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

生
放
送
の
中
で
本
人
か
ら
「
ぜ
ひ

倉
石
牛
も
」と
い
う
話
が
急
浮
上
。

翌
週
の
同
番
組
の
中
で
久
保
晴
一

助
役
が
任
命
証
を
交
付
し
、
倉
石

牛
肉
大
使
も
務
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
サ

ッ
カ
ー
・
ガ
ー
ル
ズ
カ
テ
ゴ
リ
ー

（
中
学
生
女
子
）
が
９
月
23
日
、

三
沢
市
で
行
わ
れ
た
第
10
回
全
日

本
女
子
ユ
ー
ス
（
Ｕ
―

18
）
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
青
森
県
大
会
で
優
勝

し
ま
し
た
。
３
チ
ー
ム
で
争
わ
れ

た
リ
ー
グ
戦
で
ほ
か
２
つ
が
高
校

生
チ
ー
ム
と
い
う
中
、
見
事
２
勝

を
挙
げ
、
10
月
28
・
29
日
に
秋
田

県
で
開
催
さ
れ
る
東
北
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
夢
の
森
収
穫
感
謝
祭
＆
倉
石
牛

肉
ま
つ
り
が
10
月
８
日
と
９
日
の

２
日
間
、
小
渡
平
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
雨
の
影
響
で
初
日
の
主
要
行

事
は
中
止
。
前
売
券
と
牛
肉
・
野

菜
と
の
引
き
換
え
、
精
肉
販
売
、

第
２
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
の
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

客
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
用

意
さ
れ
た
牛
肉
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が

引
き
換
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
前
日
と
打
っ

て
変
わ
っ
て
青
空
が
広
が
る

絶
好
の
行
楽
日
和
。
メ
イ
ン

の
倉
石
牛
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー
に
は
、
町
内
外
か

ら
大
勢
の
家
族
連
れ
や
観
光

客
が
訪
れ
、
国
内
最
高
峰
の

評
価
を
受
け
た
「
幻
の
味
」

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
青
森
放

送
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
あ
お
も

り
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
・
月
曜
ラ
ジ

オ
バ
ザ
ー
ル
」
の
公
開
生
放

送
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
司
会

は
歌
手
の
麻
生
詩
織
さ
ん
と

夏
目
浩
光
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
倉
石

牛
生
産
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

地
元
特
産
品
が
当
た
る
ク
イ
ズ
な

ど
を
交
え
た
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

麻
生
詩
織
さ
ん 

倉
石
牛
肉
大
使
に
任
命

夢
の
森
収
穫
感
謝
祭

＆

倉
石
牛
肉
ま
つ
り
　

幻
の
味
に
舌
鼓

　
災
害
時
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
障
が
い
者
が
と
り
残
さ
れ
な

い
よ
う
に
―
。
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
よ
る
「
災
害
時
一
人
も
見

逃
さ
な
い
運
動
」
が
全
国
的
に
進

め
ら
れ
る
中
、
同
運
動
を
解
説
す

る
教
材
ビ
デ
オ
の
収
録
が
五
戸
町

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ビ
デ
オ
で
は
、
全
国
で
も
先
駆

的
な
４
つ
の
民
生
委
員･

児
童
委

員
協
議
会
（
民
児
協
）
の
取
り
組

み
を
紹
介
。
こ
の
う
ち
五
戸
町
で

は
、
運
動
の
第
１
段
階
と
し
て
、

「
災
害
時
に
お
け
る
民
児
協
の
役

割
」
を
話
し
合
う
様
子
が
撮
影
さ

れ
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
は
10
月
26
・

27
日
開
催
の
全
国
民
児
大
会
で
披

露
さ
れ
る
ほ
か
、
全
国
各
市
区
町

村
の
民
児
協
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
取
り
組
み
を
ビ
デ
オ
収
録

災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動

ス
ポ
ク
ラ
サ
ッ
カ
ー
女
子
が

県
大
会
優
勝
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戦
争
で
尊
い
命
を
失
っ
た
町
出

身
者
７
０
０
余
柱
の
御
霊
を
悼
む

五
戸
町
戦
没
者
追
悼
式
が
９
月

29
日
、
町
立
公
民
館
で
し
め
や
か

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
遺
族
ら
約
３
０
０
人
が

出
席
。
黙
と
う
に
続
き
、
三
浦
正

名
町
長
が
式
辞
を
、
五
戸
町
遺
族

会
の
佐
々
木
定
男
会
長
ら
が
追
悼

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
出
席

者
は
、
幾
多
の
犠
牲
の
上
に
あ
る

今
日
の
平
和
へ
の
思
い
と
「
二
度

と
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
」
と
い

う
誓
い
を
胸
に
、
霊
前
に
菊
の
花

を
供
え
て
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

議会ニュース
　
町
議
会
定
例
会（
第
29
回
）が
９
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
８

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
で
可
決
さ

れ
た
25
件
の
議
案
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
町
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
　

一
般
国
道
４
５
４
号
扇
田
地
区
道
路
改
良
事
業
の
完
成
に
よ

り
、
県
か
ら
移
管
さ
れ
た
路
線
を
町
道
に
認
定
し
ま
し
た
。

▼
五
戸
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

  

（
一
部
改
正
）
　

国
の
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
q

有
給
の
休
息
時
間

（
午
前
10
時･

午
後
３
時
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
15
分
間
）
を
廃
止

w
育
児･

介
護
を
行
う
職
員
の
早
出
遅
出
勤
務
の
対
象
範

囲
を
拡
大
し
、
学
童
保
育
に
託
児
し
て
い
る
小
学
生
の
子

を
迎
え
に
行
く
場
合
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

▼
五
戸
町
乳
幼
児
医
療
給
付
条
例
（
一
部
改
正
）

こ
れ
ま
で
は
保
険
の
き
か
な
い
医
療
を
う
け
た
場
合
、
診

察
料
な
ど
も
保
険
の
適
用
外
と
な
り
、
全
額
自
己
負
担

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
保
険
の
き
か
な
い
医
療
と
き
く
医
療
を
セ
ッ
ト
に

し
た
混
合
医
療
費
の
保
険
給
付
が
で
き
る
よ
う
に
改
め
ま

し
た
。

▼
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
条
例
（
一
部
改
正
）
　

　
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
９
、５
３
１
万
１
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
94
億
５
、２
３
８
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
倉
石
地
域
振
興
公
社
出
資
金
　
　
　 

　
１
、０
１
７
万
円

・
同
公
社
長
期
借
入
金
返
済
補
助
金
　
△
１
、０
１
７
万
円

・
日
常
生
活
用
具
給
付
費
補
助
金
　
　
　
　   

２
２
７
万
円

・
経
過
的
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
補
助
金
　
　   

４
９
５
万
円

・
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
　
　
　     

２
、８
１
５
万
円

平
和
を
願
い

戦
没
者
追
悼
式

平
和
を
願
い

戦
没
者
追
悼
式

平
和
を
願
い

戦
没
者
追
悼
式

平
和
を
願
い

戦
没
者
追
悼
式

12月４日～10日は第５８回人権週間です12月４日～10日は第５８回人権週間です12月４日～10日は第５８回人権週間です
重 点 目 標 育てよう一人一人の人権意識　～思いやりの心・かけがえのない命を大切に～

◆人権に関する相談窓口 相談無料･秘密厳守

青森地方法務局八戸支局
子 ど も の 人 権１１０番

24－3346
0570－070－110
0570－070－810

６２－3249
77－2593
67－2906
68－3184
68－2084
77－3094
62－2805

女性の人権ホットライン
沼 畑　 　清
久 保　 　正
石 渡 幹 郎
川 h　光 雄
原 　 　 　 博
a 谷 冨士男
川 村　テ ル

五
戸
町
人
権
擁
護
委
員

特設人権相談のお知らせ

日　時　12月５日（火）13：30～16：00
場　所　町立公民館
相談員　五戸町人権擁護委員

人権擁護委員が変更になりました
　長年、人権擁護委員を務めてきたa奥惠さん
がこのたび退任し、10月１日付で川村テルさん
が新たに委嘱されました。法務大臣が委嘱する
同委員は、戸籍･登記･金銭問題など人権につい
ての身近な相談相手です。口頭・電話・手紙な
どでお気軽にご相談ください。

川村　テル
五戸町字新丁27

退任に当たり法務大臣感謝状
の贈呈を受けるa奥惠さん

新・人権擁護委員

霊前に菊の花を供える遺族の皆さん

み
た
ま
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・
倉
石
温
泉
カ
ラ
ン
・
シ
ャ
ワ
ー
配
管
等
改
修
工
事
費

２
９
８
万
円

・
小
学
終
了
前
特
例
給
付
被
用
者
・
非
被
用
者
児
童
手
当

８
、２
２
５
万
円

・
身
障
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
相
互
利
用
委
託
料

△
２
３
５
万
円

・
精
神
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
事
業
補
助
金△

２
１
６
万
円

・
身
体
障
が
い
者
施
設
訓
練
等
支
援
費
　   

△
７
０
０
万
円

・
知
的
障
が
い
者
施
設
訓
練
等
支
援
費
　
△
１
、０
０
０
万
円

・
知
的
障
が
い
者
居
宅
生
活
支
援
費
　 

△
１
、３
７
２
万
円

・
小
学
３
年
終
了
前
特
例
給
付
被
用
者
・
非
被
用
者
児
童
手
当

△
５
、９
０
０
万
円

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金   

　
　
　
　
　
　
　   

　
２
億
円

・
病
院
事
業
会
計
健
診
業
務
負
担
金
　
　 

２
、４
１
５
万
円

・
保
健
衛
生
業
務
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料

　
５
１
７
万
円

・
ア
グ
リ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
支
援
事
業
費
補
助
金

２
、８
３
４
万
円

・
営
農
飲
雑
用
水
施
設
管
路
設
置
工
事
費   

　
５
４
３
万
円

・
町
道
維
持
修
繕
工
事
費
　
　
　
　
　
　
　   

９
１
０
万
円

・
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
費
　
　
　
　  

１
、３
５
０
万
円

・
宅
地
造
成
事
業
等
基
本
設
計
業
務
委
託
料
　
　
２
０
８
万
円

・
上
市
川
保
育
所
園
庭
拡
張
工
事
費
　     

１
、８
５
０
万
円

・
上
市
川
団
地
地
区
公
共
分
造
成
工
事
費
　

２
、５
０
０
万
円

・
住
宅
建
設
等
工
事
費
　
　
　
　   

　
　
　
　
２
６
５
万
円

・
宅
地
造
成
事
業
等
測
量
設
計
調
査
業
務
委
託
料  

 

△
３
１
１
万
円

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
食
器
等
購
入
費     

１
、１
７
０
万
円

・
中
学
校
体
育
大
会
等
出
場
交
付
金
　   

　    

３
４
３
万
円

・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
外
壁
塗
装
工
事
費  

　
５
０
４
万
円

こ
れ
ら
の
財
源
は
地
方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金
、
基
金

繰
入
金
な
ど
を
充
当
し
ま
す
。

事
故
防
止
の
認
識
新
た
に

五
戸
地
区
交
通
安
全
大
会

　
五
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
（
三

浦
俊
哉
会
長
）
で
は
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
期
間
に
合
わ
せ
て

９
月
22
日
、
18
回
目
を
数
え
る
五

戸
地
区
交
通
安
全
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
大
会
で
は
「
交
通
安
全
運
動
の

強
力
な
推
進
」
に
つ
い
て
県
知
事
・

県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全
協

会
長
の
連
名
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、三

浦
会
長
か
ら
三
浦
正
名
町
長
に
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
後
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
同
協
会
の
各

支
部
な
ど
が
歌
や
踊
り
を
通
じ
て

「
飲
酒
運
転
追
放
」「
夕
暮
れ
時
の

早
め
点
灯
」
な
ど
を
来
場
者
に

ピ
ー
ア
ー
ル
し
ま
し
た
。

飲酒運転追放をピーアールする安全協会青年部の皆さん

五戸町子育てメイト
冬の親子クラブ

日　　時　12月１日(金)　10：00～12：00
場　　所　町立公民館　小ホール
対　　象　０歳～就学前の子どもと保護者

（祖父母の方も大歓迎）
参 加 費　１人１００円（おやつ代）
申し込み　11月24日(金)までに各地区の子育てメイトか

役場福祉課 TEL62-2111内線253まで

クリスマス会クリスマス会クリスマス会 第22回  五戸町産業と文化まつり
第 ９ 回  五戸地方農産物品評会

１１／３（金）・４（土）・５（日）
9：００～１６：００（５日は１５：００まで）

○産業まつり会場 五戸ドーム 

○文化まつり会場 町立公民館 

五戸地方農産物品評会　商工大バザール　縁日横丁

菊花・盆栽展　農産物販売（りんご・秋野菜）

ふるさとの味コーナー　花き販売　つきたての餅即売

イベントコーナー　長芋・花の種無料プレゼント　 ほか

小･中学校音楽会（３日９:３０～）　

芸能発表会（４日１４:００～ ５日９：３０～）

幼・小・中児童生徒作品展　

文化展（陶芸　生け花　絵画　押し花　押し絵　表装

裂織　絵手紙　書道　水墨画　写真コンテスト　ほか）

※期間中は両会場間を無料バス運行

前
回
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
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平成１８年１０月から

３割

７０歳未満の方

平成１８年９月まで 平成１８年１０月から

７０歳以上の方（老人保健対象者も含む）

平成１８年９月まで 平成１８年１０月から

※人工透析を要する７０歳未満の上位所得者については、自己負担限度額が１万円から２万円に引き上げられました。

平成１８年１０月から
３５万円

平成１８年９月まで
３０万円

問い合わせ先　役場住民課国保班　電話６２－２１１１　内線１１５～７

（注１）金額は１か月当たりの限度額。（　　　）内の金額は、多数該当（過去１２か月に３回以上高額療養費の支給を受け
　　　　４回目以降の支給に該当）の場合。
（注２）公的年金等控除の減縮および老年者の廃止に伴い、新たに現役並み所得者に移行する７０歳以上の方は、平成１８年
　　　　８月から２年間、自己負担限度額を一般並み（４４，４００円）に据え置きます。

　70歳以上の高齢者のうち、現役並み所得者（老人保健対象者
も含む）の自己負担割合を、現役世代の方と同様の３割負担と
なりました。

　少子高齢化対策の一環で、出産育児一時金が
30万円から35万円に引き上げられました。

高齢者（現役並み所得の方）の自己負担が変わりました

医療費の自己負担限度額が引き上げられました

（参考）

現役並み所得者…課税所得１４５万円以上の高齢者

現役並み所得となる世帯の収入（平成18年８月から）

夫婦２人世帯 ５２０万円以上（年収ベース）

単 身 世 帯 ３８３万円以上（年収ベース）
平成１８年９月まで

２割

出産育児一時金の見直しを行いました

平成 1 8年 1 0月から

国民健康保険と老人保健の一部が変わりました

上 位 所 得 者
基礎控除後の所得
６７０万円以上

一 般

低 所 得 者
（住民税非課税）

一 般

低所得者
住民税
非課税

Ⅱ

Ⅰ
年金収入
６５万円以下等

現 役 並 み 所 得 者
（課税所得１４５万円以上）

外来
（個人ごと）

４０，２００円
７２，３００円＋

〈医療費－３６１，５００円〉×１％
（４０，２００円）

１２，０００円 ４０，２００円

２４，６００円

１５，０００円
１８，０００円

自 己 負 担
限 度 額

１３９，８００円＋
〈医療費－４６６，０００円〉×１％

（７７，７００円）

７２，３００円＋
〈医療費－２４１，０００円〉×１％

（４０，２００円）

３５，４００円
（２４，６００円）

１５０，０００円＋
〈医療費－５００，０００円〉×１％

（８３，４００円）

８０，１００円＋
〈医療費－２６７，０００円〉×１％

（４４，４００円）

３５，４００円
（２４，６００円）

〔 〕

〔 〕〔 〕

上 位 所 得 者
基礎控除後の所得
６００万円以上

一 般

低 所 得 者
（住民税非課税）

〔 〕

一 般

低所得者
住民税
非課税

Ⅱ

Ⅰ
年金収入
８０万円以下等

現 役 並 み 所 得 者
（課税所得１４５万円以上）

外来
（個人ごと）

４４，４００円
８０，１００円＋

〈医療費－２６７，０００円〉×１％
（４４，４００円）

１２，０００円 ４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円
１８，０００円

自 己 負 担
限 度 額

〔 〕〔 〕
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掲示
板

掲示
板

掲示
板《みんなの健康づくりと介護予防》その㈯  福祉課 高齢化対策班

262－2111　内線254

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　現在社会はまさにストレス社会です。私たちはいつでも気分が良いわけではなく、多かれ少なか
れだれでもストレスを抱え、精神的に落ち込んだり疲れたりすることが多々あります。

『うつ病』について知っておこう！
　憂うつな気分や不眠、食欲がない、ひどく疲れる、何もやる気が出ないなどの症状が長く続きます。
　高齢者に多く、認知症と間違われやすかったり、身体の症状に隠れていることも少なくありません。

うつ病は「心の風邪」ともいわれ、特別な病気ではありません
きちんと治療すれば治る病気です。
→正しい服薬が基本です。素人判断でやめたり、減らしたりしてはいけません。

 ≪家族や周りの人が気を付けること≫
○特に高齢者の場合、体力の衰え、退職、親しい人との別れなどの喪失体験、社会的孤立からくる慢性的なスト

レス、悲しい出来事が多い世代であることを理解してあげましょう。

○つらい立場を理解し、役に立たないと感じさせるような言動や、不用意に頑張らせたり励ますことは避けまし

ょう。

○できないことや失敗したことを注意せず、無理しなくていいことを優しく伝え、見守ってあげましょう。

○うつ病のサインに気付いたら、かかりつけ医に相談したり、専門医（精神科）の受診を勧めましょう。 

と　き　平成１８年１１月１７日（金）　１８：００～１９：３０
ところ　町立公民館　小ホール
テーマ　『価値観の響育　―命の尊さ―』
講　師　南宗寺住職　　田口　豊實　氏
対象者　介護支援専門員、介護サービス職員、一般町民、その他関係者

講演会開催のお知らせ 五戸地域介護支援専門員等研修会 ちょっと一息
　　　和尚さんのお話　聞いてみませんか？

福祉課  高齢化対策班
※申し込み期限は11月15日（水）です。

【問い合わせ・申し込み先】

　

北
野
　
小
雪
　（
浅
　
水
）　

河
守
田
邦
博
　（
正
場
沢
）　

河
守
田
静
子
　（
正
場
沢
）　

久
保
田
玲
子
　（
菖
蒲
川
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　　

土
嶺
　
蜻
蛉
　（
　
　
　
）　　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

a
谷
　
ト
ヨ
　（
上
大
町
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

〈
川
柳
〉

気
が
付
け
ば
小
さ
く
な
り
し
虫
の
声

数
合
わ
せ
家
族
総
出
の
運
動
会

思
い
出
が
ア
ル
バ
ム
溢
れ
戻
り
た
い

プ
ラ
ス
思
考
悟
り
て
人
生
楽
に
な
り

せ
か
せ
か
と
明
け
暮
れ
日
々
や
時
ま
た
ず

〈
俳
句
〉

峡
宿
の
下
駄
の
こ
こ
ち
や
秋
の
草

〈
短
歌
〉

曼
珠
沙
華
入
り
日
を
待
ち
て
ぱ
っ
と
咲
き

彼
岸
明
け
は
静
か
に
萎
ん
で
消
え
る

草
刈
り
し
あ
と
に
小
さ
き
コ
ス
モ
ス
や

一
輪
咲
せ
可
愛
く
き
れ
い

豊
作
の
秋
に
休
耕
田
多
く

隙
間
な
く
植
え
た
昔
な
つ
か
し

新
ご
ぼ
う
さ
さ
が
き
す
れ
ば
香
り
た
ち

指
の
残
り
香
容
易
に
き
え
ず

秋
晴
れ
に
コ
ン
バ
イ
ン
の
音
お
ち
こ
ち
に

踊
る
稲
穂
に
風
の
さ
わ
や
か

萩
の
花
今
年
も
見
れ
た
山
路
で

夕
焼
け
に
映
え
垂
れ
て
咲
き
お
り

田
も
畑
も
責
任
お
え
て
休
ん
で
る

そ
っ
と
し
て
お
こ
う
み
ん
な
あ
り
が
と
う

ひ

が

ん

ば

な

あ　
　
　

け
は
た

し
ぼ

古
街
道

長
　
根

上
市
川

中
　
区
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全国糖
尿病週間

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

114

　糖尿病に関する講演会
を開催します。多数ご来
場ください。（入場無料）

日時　11月９日（木）
　　　17：15～18：00

場所　五戸総合病院
　　　１階講義室

演題　いまなぜ…血管なのか
～メタボリックシンドローム

と血管障害～

講師　市 来　正 隆 先生
ＪＲ仙台病院 副院長 地域医療連携室長

１１月６日～１２日 　五戸総合病院では、地域の皆様との連携を深めるため“病院まつり”
を開催します。職員一同、ご来院を心からお待ちしております。講演会のお知らせ

�病院まつり�開催�病院まつり�開催�病院まつり�開催

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
11
月
）

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う

科

非
常
勤

副
医
長

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

医
療
局
長

医
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

副
院
長

新
井
田
修
久

對
馬
　
清
人

田
口
　
　
順

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

渡
部
　
秀
一

原
田
　
昭
彦

大
沼
　
　
忍

井
戸
川
敏
彦

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

広
瀬
　
由
紀

袴
田
真
理
子

丸
屋
信
一
郎

南
場
　
淳
司

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日
の
午
後

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　木
〜
金
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　木
曜
日

診
　
療
　
科

職
　
名

医
師
名

備
　
　
　
考

●９月の診療科別患者数

※　入院 ＝ 毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,294
（14,445）
12,408

（12,577）
25,842

（26,279）
16,201

（16,127）

12,619
（12,756）
12,417

（12,398）

11,577
（11,883）

14,000
（14,179）

14,114
（14,076）

12,163
（12,327）

11,066
（11,951）
12,254

（12,417）
12,288

（12,331）
16,194

（16,026）
12,231

（12,192）

12,338
（12,278）
12,380

（12,077）
 2,221

（12,269）
12,235

（12,315）

12,520
（12,634）

12,350
（12,070）

13,611
（14,431）

12,350
（12,070）

11,927
（12,049）

11,430
（12,541）

11,845
（12,172）

12,596
（13,118）

12,732
（12,679）

12,341
（12,435）

14,420
（14,179）

12,362
（12,445）

皮膚科
12,204

（12,217）
12,350

（12,070）
11,226

（11,248）
12,350

（12,070）

110,376
（110,709）

114,018
（114,376）

163,473
（164,859）

125,365
（126,407）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

12,676
（12,700）

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示
し
て

　
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

11月９日（木）・10日（金）

10日(金)　院 内コンサート
16:00～17:00　・琴伝流大正琴の演奏
中央待合ホール　・赤坂きよみさん他による
　　　　　　　新舞踊 

作品展示　10：00～14：00

ホスカフェ　11：00～13：00

美味しいコーヒーを味わってください。（無料）

ケーキ・サンドイッチの販売　11：00～13：00

数に限りがありますので、お早めにどうぞ。 

リハビリ科の患者さんの作品
や職員の裂織、パッチワーク
などの作品を展示します。

糖尿病・健康相談コーナー　10：00～13：00

“メタボリックシンドローム…あなたは大丈夫？”が今年のテーマ
です。体脂肪を燃やす運動を一緒に行ってみませんか。（血圧、体脂
肪、血糖値の測定コーナーもあります。） 



●
募
集
種
目

　
自
衛
隊
生
徒

●
受
験
資
格

　
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
卒（
見

込
み
）者

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
18
年
11
月
１
日（
水
）か
ら

　
平
成
19
年
１
月
９
日（
火
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
19
年
１
月
13
日（
土
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
自
衛
隊
八
戸
地
域
事
務
所

　
℡
45 

│ 

１
９
２
０

　
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な

ど
の
方
が
豊
か
な
老
後
生
活
を
過

ご
せ
る
よ
う
、
国
民
年
金
に
上
積

み
年
金
と
し
て
給
付
す
る
公
的
な

年
金
で
す
。
掛
金
は
口
数
制
で
何

口
か
ら
で
も
始
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
対
象
者

20
歳
か
ら
60
歳
未
満
ま
で
の
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

●
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
国
民
年
金
基
金

7
０
１
２
０ 

│ 

65 

│ 

４
１
９
２

　
児
童
虐
待
は
子
ど
も
の
心
身
に

深
い
傷
を
与
え
、
健
や
か
な
成
長

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

「
そ
ん
な
つ
も
り
は
な
か
っ
た
」

と
し
て
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
有

害
な
ら
、
そ
れ
は
虐
待
で
す
。

○
身
体
的
虐
待

　
体
に
傷
を
負
わ
せ
た
り
、
傷
を

負
わ
せ
る
恐
れ
の
あ
る
暴
行
を

加
え
る
こ
と

○
性
的
虐
待

　
性
的
な
い
た
ず
ら
、
わ
い
せ
つ

な
行
為
を
子
ど
も
に
し
た
り
さ

せ
た
り
す
る
こ
と

○
ネ
グ
レ
ク
ト

　
食
事
を
与
え
な
い
、
病
気
に
な

っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な

い
な
ど
、
保
護
者
と
し
て
の
監

督
を
著
し
く
怠
る
こ
と

○
心
理
的
虐
待

　
言
葉
で
脅
す
、
無
視
す
る
な
ど

子
ど
も
の
心
に
傷
を
与
え
る
言

動
を
行
う
こ
と

●
問
い
合
わ
せ
先

・
役
場
福
祉
課

℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
１

・
八
戸
児
童
相
談
所

℡
27 

│ 

２
２
７
１

－大空に夢をはこぶ町－

石
綿
業
務
に
従
事
し
た
離
職

者
に
対
す
る
特
別
健
康
診
断

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ

バ
チ
の
使
用
許
可
に
つ
い
て

11
月
は
児
童
虐
待

防

止

推

進

月

間

o

　
青
森
県
最
低
賃
金
は
、
10
月
１

日
か
ら
時
間
額
６
１
０
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
産
業
別
最
低
賃
金

（
４
業
種
）が
適
用
さ
れ
る
労
働
者

を
除
き
、
県
内
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
に
常
用
・
臨
時
・
ア
ル
バ

イ
ト
等
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

青
森
労
働
局
　
賃
金
室

℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

４
１
１
４

　
青
森
労
働
局
で
は
、
過
去
に
石

綿
を
製
造
ま
た
は
取
り
扱
う
作
業

に
従
事
し
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ

り
石
綿
健
康
診
断
を
受
診
で
き
な

い
退
職
者
に
対
し
て
、
無
料
で
健

康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
従
事
し
て
い
た
作
業
が
特
定
で

き
る
こ
と

②
初
回
ば
く
露
か
ら
10
年
以
上
経

過
し
て
い
る
こ
と

③
石
綿
作
業
場
が
廃
業
ま
た
は
退

職
者
の
健
康
診
断
を
拒
否
す
る

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
石
綿
健

康
診
断
を
受
診
で
き
な
い
こ
と

④
石
綿
に
係
る
健
康
管
理
手
帳
を

所
有
し
て
い
な
い
こ
と

●
受
付
期
間

　
平
成
18
年
11
月
１
日（
水
）か
ら

　
平
成
18
年
11
月
17
日（
金
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

7
八
戸
市
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

℡
45 

│ 

９
１
３
１

　
ト
マ
ト
の
授
粉
な
ど
に
使
用
さ

れ
る
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ

チ
は
、
逃
げ
出
す
と
生
態
系
に
被

害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

今
年
９
月
１
日
か
ら
国
の
法
律
に

基
づ
く
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ

れ
、
飼
養
や
保
管
、
運
搬
な
ど
が

規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
授
粉
用
昆
虫
と
し
て

使
用
す
る
場
合
は
、
逃
げ
出
さ
な

い
よ
う
ネ
ッ
ト
展
張
を
行
う
な
ど

の
条
件
を
守
り
、
環
境
省
の
許
可

を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
許
可
申
請
期
限

　
平
成
19
年
３
月
１
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
環
境
省
東
北
地
方
環
境
事
務
所

　
℡
０
２
２ 

│ 

７
２
２ 

│ 

２
８
７
６

・
県
自
然
保
護
課

　
℡
０
１
７ 
│ 

７
３
４ 

│ 

９
２
５
７

自

衛

官

募

集

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

ヨ
　
イ
　
ク
　
ニ

ロ
ー
ゴ



!0

大
字
倉
石
又
重
字
山
田
１
２
１

田
　
１
、２
６
３
㎡

　
同
　
所
　
　
　
　
　
１
２
２

田
　
３
、１
７
４
㎡

　
同
　
所
　
　
　
　
　
１
２
３

田
　
１
、４
１
０
㎡

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
11
月
20
日（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
１

●
日
時

・
配
管
工
認
定
講
習

平
成
19
年
１
月
25
日（
木
）

・
責
任
技
術
者
更
新
講
習

平
成
19
年
１
月
29
日（
月
）

・
配
管
工
更
新
講
習

平
成
19
年
１
月
30
日（
火
）

※
各
日
と
も
午
後
２
時
〜

●
場
所
（
八
戸
会
場
）

八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
　
プ
ラ
ザ

ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル

●
申
し
込
み
方
法

平
成
18
年
12
月
５
日（
火
）か
ら

12
月
21
日（
木
）ま
で
に
役
場

上
下
水
道
課（
分
庁
舎
）へ
申
込

書
類
を
持
参 

（
郵
送
不
可
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
青
森
市
上
下
水
道
部
総
務
課
内

日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支
部

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

５
０
５
６

・
役
場
上
下
水
道
課

℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
５
１

●
対
象
児

小
学
校
入
学
前
の
幼
児
が
主
な

対
象
で
す
。

・
言
葉
や
遊
び
方
で
気
に
な
る
こ

と
が
あ
る

・
落
ち
着
き
が
な
く
衝
動
的
な
行

動
が
み
ら
れ
る

・
こ
だ
わ
り
を
持
ち
一
人
で
遊
ぶ

こ
と
を
好
む

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま

く
と
れ
な
い
　
な
ど

●
内
　
容

専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
子
ど
も

の
状
況
に
合
わ
せ
た
ア
ド
バ
イ

ス
や
情
報
交
換

●
日
　
時

申
し
込
み
状
況
に
よ
り
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
場
　
所

町
立
公
民
館
（
人
数
に
よ
り
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
11
月
30
日（
木
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

三
戸
郡
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
五
戸
小
学
校
向
か
い
）

℡
62 

│ 

６
１
８
３

　
パ
ロ
マ
工
業
㈱
の
ガ
ス
瞬
間
湯

沸
器
７
機
種
に
、
消
費
者
の
生
命

に
危
害
を
も
た
ら
す
欠
陥
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
経
済
産
業
省

で
は
同
社
に
対
し
て
、
該
当
製
品

の
点
検･

回
収
な
ど
を
行
う
よ
う

緊
急
命
令
を
発
動
し
ま
し
た
。
次

の
製
品
を
お
持
ち
の
方
は
、
至
急

同
社
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
製

品

名

　
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

●
品
　
　
番

Ｐ
Ｈ 
│ 
○
Ｆ
（
○
に
入
る
数
字

が
81
、
82
、
１
０
１
、
１
０
２
、

１
３
１
、
１
３
２
、
１
６
１
）

●
製
造
年
月

　
昭
和
55
年
〜
平
成
元
年
７
月

●
問
い
合
わ
せ
先

・
経
済
産
業
省
　
製
品
安
全
課

℡
03 

│ 

３
５
０
１ 

│ 

４
７
０
７

・
パ
ロ
マ
工
業
㈱

7
０
１
２
０ 

│ 

３
１
４ 

│ 

５
５
２

　
農
家
が
農
作
業
機
械
に
使
用
す

る
軽
油
は
、
申
請
が
認
め
ら
れ
た

場
合
、
免
税
証
が
交
付
さ
れ
軽
油

取
引
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
注
意
事
項

継
続
手
続
き
の
場
合
も
耕
作
証

明
書
が
必
要
で
す
。
新
規
申
請

等
の
場
合
、
詳
細
は
左
記
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
２
１
０

・
役
場
農
林
課

℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
１
５

県 税だより
平
成
19
年
度
に
使
用
す
る
農
業
用
免
税
軽
油
の
申
請
受
付
に
つ
い
て

排
水
設
備
工
事
配
管
工
認
定
・

更
新
講
習
お
よ
び
責
任
技
術
者

更
新
講
習
の
実
施
に
つ
い
て

パ
ロ
マ
工
業�

に
対
す
る

緊
急
命
令
に
つ
い
て

発
達
障
が
い
等
親
子
相
談

　
中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
）
は
、
国
の
法
律
に

基
づ
い
た
中
小
企
業
の
た
め
の
退

職
金
制
度
で
す
。

●
制
度
の
特
色

・
適
格
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先

と
し
て
適
格
年
金
資
産
を
全
額

移
換
可
能

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

・
掛
金
は
全
額
非
課
税

・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
の
方
も

加
入
可
能

●
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
　
中
退
共
事
業
本
部

℡
03 

│ 

３
４
３
６ 

│ 

０
１
５
１

退

職

金

の

準

備

は

万

全

で

す

か

？

11
月
８
日（
水
）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

月
　
　
日

対
象
地
区

受
　
付
　
時
　
間

上

市

川

場
　
　
所

瑞

穂

館

役
場（
本
庁
舎
）

２
階
会
議
室

浅
水
活
性
化

セ

ン

タ

ー

倉
石
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

切

谷

内

五
戸
・
蛯
川

豊

間

内

浅

田

倉
石
石
沢

倉
石
中
市

倉
石
又
重

11
月
９
日（
木
）

11
月
10
日（
金
）

11
月
20
日（
月
）

農
地
の
買
受
人
募
集



!1

11月の
行事予定
11月の
行事予定

11月の
相 　 談
11月の
相 　 談

11月の
献 　 血
11月の
献 　 血

●町民カレンダーと合わ
　せてご利用ください。
●行事についての問い合わせ
　ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

■３日（金）～５日（日）
　 五戸町産業と文化まつり
　 五戸ドーム、町立公民館
■４日（土）えほん工房
　１０：００～　町図書館
■５日（日）おもしろ科学教室
　１３：３０～　町図書館
■１５日（水）三戸郡連合婦人会演芸フェスティバル
　１３：００～　町立公民館
■２３日（木）真島茂樹トーク＆ライブコンサート
　昼の部１４：００開演　町立公民館
　夜の部１８：００開演

相談は無料です

■５日（日）労働問題１１０番（司法書士無料電話相談会）
　１０：００～１６：００　℡０１７－７２１－２２２９
　１０：００～１６：００　℡０１７－７２１－２２５４
■１４日（火）行政相談
　１３：００～１６：００　倉石コミュニティセンター
　１３：３０～１６：００　社会福祉センター
■１７日（金）女性のための人権相談所
　 8：３０～１７：００　面接相談　法務局八戸支局
　１０：００～１６：００　電話相談　℡２４－３３４６
■１９日（日）表示登記無料相談会
　１０：００～１５：３０　八戸市民会館、十和田市民会館
■２８日（火）行政相談
　１３：００～１６：００　倉石温泉
■毎週木曜日
　みんなの保健室（健康相談）
　１３：００～１５：００　役場保健衛生課
■交通事故移動相談
　日程は相談者と調整  ℡０１７－７３４－９２３５

献血であなた自身も
健康管理
検査サービスとして生化学検査
結果をお知らせしています。

　接種は自らの意思で希望する場合に限り行います（個人通
知いたしません）。詳しくは、９月22日付の毎戸配布通知を
ご覧になるか、役場保健衛生課2６２－７９５８へお問い合せく
ださい。

・接種日において満65歳以上の方
・満60歳以上満65歳未満で心臓・じん蔵・呼吸器の
　機能などの障がいを有する方（障がい者手帳提示）

五戸総合病院261-1200　田中医院261-1155
山崎内科医院262-5828　松尾医院262-3567
倉 石 診 療 所277-3111　

対　象

実　施
場　所

高齢者インフルエンザ予防接種実施中
実施期間　12月15日（金）まで

▲ 火事・救急の区別　　　▲ 住所（場所）、付近の目標
▲ 内容を簡単に　　　　　▲ あなたの氏名、通話している電話番号

1 1月9日は「1 1 9番の日」

携帯電話
・運転時は安全な場所に停車してから
・通報場所が分からない場合は、近くの人に聞くか、周りの
　建物・看板・電柱などを見て住所を確認
・消防本部から問い合わせることがあるので、電源を切らない

年末資金の申し込み・相談受付中年末資金の申し込み・相談受付中年末資金の申し込み・相談受付中
－新規開業、第二創業を考えている方へ－

融 資 額 7,200万円以内
（ただし、運転資金は4,800万円以内）

高校・短大・大学・専門学校などに入学・在学する
方の保護者で、世帯の年間収入が990万円（事業所得
者については770万円）以内の方

返済期間 ５年以内
年2.3％～（９月13日現在）

15年以内

運転資金 設備資金

このほか使い道によって利
用できる特別貸付制度があ
ります。

基準利率

【新規開業ローン】

－ほとんどの業者の方へ－

返済期間
融 資 額 4,800万円以内

５年以内
年2.3％～（９月13日現在）

10年以内

運転資金 設備資金
このほか経済対策に伴う特
別貸付制度（セーフティ
ネット貸付）があります。

基準利率

【国の事業ローン】

－教育資金を検討している方へ－

返済期間
融 資 額

対　　象

利　　率
用　　途

10年以内
生徒・学生１人につき200万円以内

年2.45％（９月13日現在）
入学時・在学中に必要な費用

問い合わせ先　国民生活金融公庫八戸支店　TEL 22 － 6274

【国の教育ローン】

■４日（土）
　 9：３０～１５：３０　㈱東北山田車体工業
　 　（産業まつり会場五戸ドーム隣り）
※駐車場はひばり野スポーツ交流センターを
　ご利用ください。

℡６１－１０４０

町図書館からのお知らせ
蔵書点検のため、11月24日（金）から
30日（木）までを特別休館日とします。

国民生活金融公庫
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１１ 月 の 納 期 

納
期
限
11
月
30
日

 

固
定
資
産
税
　
第
４
期

 

国
民
健
康
保
険
税
　
第
３
期

 

介
護
保
険
料
　
第
３
期

■
児
童
図
書
拡
充
資
金
と
し
て

　
み
ち
の
く
銀
行
労
働
組
合

　（
中
澤
章
執
行
委
員
長
）か
ら

図
書
カ
ー
ド
５
万
円
分

№141

「
古
里
の
巨
樹
を
訪
ね
て
③
五
戸
」

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０，０８３人　（＋６）

　女　１０，８１０人　（＋８）

総人口２０，８９３人　（＋14）

世帯数１６，９０５世帯（＋３）

平成18年10月１日現在

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

八幡宮のイチイ（昭和40年の姿）

専念寺の杉は芯が空洞化していた

奥
州
街
道
の
赤
松
【
ア
カ
マ
ツ
】

（
町
天
然

記
念
物

）

　
国
道
四
号
の
大
学
沢
を
通
過
す

る
と
、
東
京
に
向
か
っ
て
左
側
の

杉
林
の
中
に
ア
カ
マ
ツ
が
あ
る
。

独
立
樹
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
昔

は
道
の
両
側
で
並
木
を
な
し
て
風

よ
け
日
よ
け
に
な
っ
て
い
た
。
特

に
大
学
沢
付
近
、
塚
の
根
に
あ
っ

た
並
木
松
は
見
事
な
も
の
で
、
一

里
塚
を
出
発
点
に
一
本
松
の
郡
境

ま
で
続
い
て
い
た
。

　
旧
奥
州
街
道
で
は
、
大
木
に
ハ

チ
の
巣
を
作
り
採
取
す
る
風
景
も

見
ら
れ
た
が
、
三
十
年
前
の
昔
の

話
と
な
っ
て
い
る
。

　
戦
後
、
砂
利
道
か
ら
道
幅
を
拡

張
し
て
舗
装
に
す
る
際
、
左
右
の

松
は
み
な
抜
根
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

現
在
残
っ
て
い
る
ア
カ
マ
ツ
は
樹

齢
約
二
百
五
十
年
、
胸
高
直
径
九

十
セ
ン
チ
、
樹
高
二
十
メ
ー
ト
ル
。

三
戸
か
ら
野
辺
地
ま
で
の
並
木
松

で
は
一
番
背
の
高
い
ア
カ
マ
ツ
と

い
わ
れ
る
。

　
岩
手
県
並
木
年
表
に
よ
る
と
、

こ
の
松
並
木
は
明
暦
三
年
（
一
六

五
七
年
）
、
南
部
重
直
の
世
に
「
領

内
諸
街
道
を
改
修
し
て
松
樹
を
植

え
て
並
木
と
な
す
」
と
あ
る
。

野
月
の
欅
【
ケ
ヤ
キ
】（

町
天
然

記
念
物

）

　
上
大
町
野
月
の
三
浦
功
邸
（
三

伝
宅
）
の
庭
に
樹
齢
四
百

八
十
年
と
い
わ
れ
る
ケ
ヤ

キ
の
大
木
が
あ
る
。
稲
荷

神
社
境
内
か
ら
野
月
に
か

け
て
、
風
よ
け
の
た
め
一

直
線
に
植
林
さ
れ
た
ら
し

い
。
年
寄
り
の
話
で
は
、

切
り
株
が
飛
び
石
の
よ
う

に
残
っ
て
い
た
と
い
う
が
、

今
で
は
こ
こ
だ
け
。

　
三
伝
宅
は
江
戸
時
代
か

ら
の
旧
家
で
、
明
治
九
年

と
明
治
十
四
年
の
二
回
、

明
治
天
皇
が
お
休
み
に
な

っ
た
。
ま
た
、
明
治
三
年

に
は
会
津
藩
主
の
幼
君
松

平
慶
三
郎
が
三
か
月
寝
食
し
た
屋

敷
で
も
あ
る
。
戦
前
は
文
部
省
指

定
の
史
跡
と
な
っ
て
い
た
。

八
幡
宮
の
櫟
【
イ
チ
イ
】（

町
天
然

記
念
物

）

　
川
原
町
の
八
幡
宮
境
内
に
樹
齢

四
百
年
以
上
と
い
わ
れ
る
イ
チ
イ

（
オ
ン
コ
）
が
あ
る
。
美
し
さ
と

傘
の
よ
う
な
枝
張
り
は
町
内
随
一

と
称
さ
れ
る
。
昭
和
九
年
九
月
、

八
幡
宮
再
建
の
時
、
整
地
作
業
で

根
元
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま

で
埋
め
ら
れ
た
。
ほ
か
の
樹
種
で

あ
れ
ば
枯
死
す
る
の
に
、
七
十
二

年
経
つ
今
で
も
旺
盛
に
成
長
を
続

け
て
い
る
。

　
戦
前
戦

後
を
通
し

て
イ
チ
イ

の
下
で
観

桜
の
宴
が

催
さ
れ
、

百
人
前
後

の
町
民
が

車
座
に
な

っ
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
昭
和
五
十
年
七
月
一
日
、「
町

の
木
」
に
指
定
。
今
で
は
片
枝
が

六
メ
ー
ト
ル
ま
で
伸
び
、
三
十
本

の
支
柱
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　
川
原
町
自
治
会
で
は
去
る
七
月

十
五
、
十
六
日
の
二
日
間
、
延
べ

四
十
人
で
十
数
年
ぶ
り
に
支
柱
の

交
換
と
枝
打
ち
を
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
「
町
の
木
は
み
ん
な
で
守

ろ
う
」
と
語
り
合
っ
た
。

﹇
メ
モ
﹈

　
稲
荷
神
社
境
内
の
ケ
ヤ
キ
は
樹

齢
四
百
年
以
上
の
巨
木
だ
が
、
中

段
か
ら
折
れ
て
町
文
化
財
指
定
が

解
除
さ
れ
た
。

　
樹
齢
五
百
年
以
上
と
い
わ
れ
た

専
念
寺
の
杉
は
、
諸
般
の
事
情
か

ら
切
り
倒
さ
れ
て
い
る
。
中
心
部

分
の
芯
は
空
洞
と
な
っ
て
い
た
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
榮
一




